
下
生ノ

者ハ

。
臨
終
一
刹
那シ

テ

位ニ

三
心
開
悟シ

テ

即
往
生ス

で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
三
心
具
さ
な
け
れ
ば
往
生
は
で
き
な
い
と
し
、
臨
終
の
一
刹
那
で
あ
っ
て
も
三

心
具
し
て
念
仏
す
れ
ば
往
生
で
き
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

第
八
項
　
三
心
の
一
々
と
そ
の
関
係

証
空
は
、
三
心
は
領
解
の
一
心
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
一
心
を
開
い
て
三
心
と
言
う
。
こ
こ
で
は
証
空

の
考
え
て
い
る
三
心
の
一
つ
ひ
と
つ
の
心
の
役
割
に
つ
い
て
簡
単
に
ま
と
め
て
み
た
い
。

至
誠
心
に
つ
い
て
の
証
空
の
立
場
は
、
凡
夫
に
は
真
実
心
は
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
（『
祕
決
集
』
巻
第

十
六
・
『
西
全
』
一
、
三
四
九
頁
下
）。
そ
の
凡
夫
に
な
い
至
誠
心
を
証
空
は
『
蜜
要
決
』
巻
第
三
に
、『
無

量
義
経
』
を
引
い
て
説
明
す
る
。

説
二

ク
ハ

四
十
余
年
未
顕
真
実ト
一

者
今ノ

至
誠
心
也
何
以
知
真ト

者
詞ノ

誠
也
是
智
恵ノ

誠
也
実ト

者
慈
悲ノ

誠
也
此

真
実ニ

ハ

都テ

無
二

諸
教ノ

自
力ニ
一

也
慈
悲
智
恵
誠ハ

就
二

他
力ニ
一

也

さ
ら
に
『
祕
決
集
』
巻
第
十
六
に
、



（『
浄
全
』
八
、
二
八
五
頁
上
）



四
十
余
年
未
顕
真
実ト

者
。
仏
不
レ

説カ

捨
二

ヨ
ト

此
心ヲ
一

。
担
以
二

観
経
一
会ノ

筵
一

顕
二

真
実ヲ
一

而
説
二

三
心ヲ
一

也

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
至
誠
心
と
は
智
慧
と
慈
悲
の
他
力
に
つ
い
て
の
心
で
あ
る
と
し
、
釈
迦
の
顕
し
た
真
実

が
観
経
に
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
『
観
門
義
』
巻
第
一
に
聖
道
の
真
実
と
浄
土
の
真
実
を
定
義
し
て
浄
土
の

真
実
と
は
、依

二
リ
テ

観
経ニ
一

知リ
二

釈
尊ノ

本
意ヲ
一

。
帰
二

シ
テ

大
経ニ
一

尋
二

ネ
テ

弥
陀ノ

別
願ヲ
一

明
二

ラ
メ
テ

凡
夫ノ

出
離ト

。
佛ノ

利
生ト

。
無
一レ

シ
ト

二
不ル
レ

迷ハ

意
也

で
あ
る
と
言
う
。
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
端
的
に
言
え
ば
『
他
筆
鈔
』
巻
上
の
「
真
実ノ

心ト
ハ

者
。
捨
二

自
力ヲ
一

帰
二

ス
ル

他
力ニ
一

心
也
」（『
西
全
』
五
、
三
○
三
下
〜
四
頁
上
）
と
な
る
。

次
に
自
利
真
実
と
利
他
真
実
を
解
し
て
『
蜜
要
決
』
巻
第
三
（『
浄
全
』
八
、
二
八
五
頁
下
）
に
は
「
衆
生ノ

三
業ノ

願
心
」
が
自
利
、「
就
レ

機ニ

真
実ハ

念
仏
也
就
レ

仏ニ

真
実ハ

来
迎
也
」
を
利
他
真
実
と
す
る
。
ま
た
『
祕
決
集
』

巻
第
十
六
に
、

今
自
利
真
実
者
。
上ニ

就
二

機
方
一

也
。
利
他
真
実
者
。
上ニ

就
二

仏ノ

方ニ
一

也



法然上人門下の安心論

（『
西
全
』
一
、
三
五
五
頁
上
）

（『
西
全
』
三
、
三
一
八
頁
下
）

（『
西
全
』
三
、
三
一
八
頁
下
）



と
言
う
。

こ
の
よ
う
に
真
実
は
凡
夫
に
な
く
仏
に
あ
る
と
す
る
立
場
が
明
確
に
表
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
凡
夫
に
何

が
あ
る
か
と
言
え
ば
、『
観
門
義
』
巻
第
一
に
よ
れ
ば
、

所ハ
レ

尋ヌ
ル

真
実
心ノ

三
字
。
共ニ

属ス
二

凡
夫ニ
一

。
所ハ
レ

披ル
ル

レ

尋ネ

。
三
字
共ニ

帰ス
レ

仏ニ

。
故ニ

逢
二

フ
テ

比
教ニ
一

知ル
二

其ノ

意ヲ
一

者ハ

悉ク

可シ
レ

具ス

と
あ
り
、
真
実
心
を
尋
ね
る
心
が
あ
る
の
で
あ
り
、

弥
陀ハ

従リ
二

真
実ノ

心
一

顕
レ

シ
テ

土ヲ

導
二

キ
玉
フ

衆
生ヲ
一

能
化ノ

真
実
也
。
凡
夫ハ

。
彼ノ

土ハ

尋ネ
下‐
入リ

テ

為ニ
二

凡
夫ノ
一

設
上

ケ
玉
ヘ
リ
ト

知ル
二

此ノ

謂
一

ハ
レ
ヲ

所
化ノ

真
実
也

の
よ
う
に
、
仏
の
真
実
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
凡
夫
も
真
実
に
な
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
仏
の
本
願
を

知
る
前
に
真
実
は
な
い
が
、
仏
の
真
実
の
願
を
知
っ
た
あ
と
に
は
衆
生
の
真
実
が
あ
る
と
言
う
立
場
で
あ
る
。

次
に
深
心
に
つ
い
て
見
れ
ば
、『
他
筆
鈔
』
巻
上
に
深
心
と
は
至
誠
心
の
深
く
な
る
心
と
解
釈
し
て
い
る

（『
西
全
』
五
、
三
○
九
頁
下
）。
こ
の
こ
と
を
別
の
言
葉
で
言
え
ば
『
観
門
義
』
巻
第
二
に
あ
る
「
真
実
心ノ

外ニ

。

深
心ト

イ
フ
モ

無シ
二

別ノ

体
一

」（『
西
全
』
三
、
三
二
二
頁
下
）
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
真
実
心
と
深
心
は
同
体
で
あ
る



（『
西
全
』
三
、
三
一
九
頁
上
）

（『
西
全
』
三
、
三
二
○
頁
上
）



と
す
る
。
そ
の
理
由
を
証
空
は
続
け
て
、

先ノ

真
実
心
。
既ニ

究マ
リ
テ

知
二

リ
ヌ
レ
ハ

仏
意ヲ

。
相
二‐
応ス

仏
心ト
一

。
此ノ

心ノ

所
レ

帰ス
ル

。
在リ
二

仏ノ

別
願ニ
一

。
尋ネ
二‐
知リ

ナ
ハ

別

願ヲ
一

。
更ニ

可シ
レ

不ル
レ

疑ハ

。
此レ

則チ

真
実
心ノ

体
也
。
尅
レ

ス
ル

体ニ

故ニ

。
不
レ

シ
テ

改メ
二

真
実ノ

名ヲ
一

。
直チ

ニ

云フ
二

深
心ト
一

也

と
説
明
し
て
い
る
。

回
向
発
願
心
は
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
三
福
の
善
を
回
向
す
る
大
切
な
心
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
回
向
発

願
心
に
つ
い
て
証
空
は
ど
の
よ
う
な
見
方
を
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。『
他
筆
鈔
』
巻
中
に
次
の
よ
う
な
言

葉
が
あ
る
。
観
経
の
意
は
、

離
二

レ
テ

定
散ヲ
一

領
解ノ

心
不
レ

発
。
仍
三
福
正
因ト

。
三
心
正
因ノ

。
其
体
一
也
。
爾ニ

回
向ト

者
。
以
レ

善ヲ

願
レ

ス
ル

生
二

ン
ト

彼
国ヘ
一

心
也
。
此
回
向ノ

善
体ヲ

。
云
二

フ
ハ

三
福
正
因
一

。
離テ
二

此
回
向ヲ
一

。
直ニ

願
レ

ス
ル

生ン
ト

心ハ

不
レ

可
レ

発
。

仍
願
レ

ス
ル

生ン
ト

意ハ

。
即
回
向
也
。
回
向
即
発
願
也
。
其
体
一ナ

ル
ヲ

。
今ノ

云
二

回
向
発
願
心
等ト
一

也

こ
の
よ
う
に
回
向
と
発
願
は
一
つ
の
体
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
今
三
心ハ

。
心ヲ

為
レ

体
之
故ニ

。
発
願ヲ

為
レ

ヘ
シ

体ト

」「
離
上
二
心ヲ

。
不
レ

発
二

此ノ

心ヲ
一

」（『
西
全
』
五
、
三
二
六
頁
）
と
言
い
、
三
心
の
体
は

発
願
で
あ
り
、
至
誠
心
深
心
を
離
れ
て
回
向
発
願
心
は
発
ら
な
い
と
す
る
。
証
空
に
お
い
て
は
こ
の
辺
り
の



法然上人門下の安心論

（『
西
全
』
三
、
三
二
二
頁
）

（『
西
全
』
五
、
三
二
六
頁
下
）



考
え
方
が
一
見
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
、
そ
の
真
意
を
解
釈
す
る
の
は
難
し
い
。
上
述
の
よ
う
に

至
誠
心
と
深
心
の
体
と
回
向
心
と
発
願
心
の
体
と
二
つ
を
認
め
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
て
も
三
心
の
体
と
し
て

の
発
願
を
認
め
、
ま
た
発
願
は
至
誠
心
深
心
を
離
れ
て
存
在
し
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い

て
も
う
少
し
詳
し
く
見
る
と
、
次
の
よ
う
な
解
釈
が
成
り
立
つ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

『
観
経
義
』
巻
第
三
に
、

三
心ハ

悉ク

以テ
二

真
実
心ヲ
一

為ス
レ

体ト

。
故ニ

釈
二

ス
ル

深
心ヲ
一

時ハ

。
謂ヒ
二

真
実ノ

深
心ト
一

。
今
釈
二

ス
ル

回
向ヲ
一

時ハ

。
又
兼
下

ネ
テ

真

実ヲ

為
レ

ス
ル

体ト

深
心ヲ
上

。
云フ
二

真
実
深
信ノ

中ニ

回
向
一

ス
ト

也
。
詮ハ

聞
二

ヒ
テ

一
心ヲ
一

為
二

シ
テ

三
心ト
一

と
あ
る
よ
う
に
、
証
空
は
真
実
心
が
三
心
の
体
で
あ
る
と
も
考
え
て
い
た
。
前
に
述
べ
た
よ
う
に
真
実
心
と

は
衆
生
の
持
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
が
、
仏
の
真
実
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
衆
生
は
真
実
と
な
る
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
三
心
は
自
力
で
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
仏
の
真
実
か
ら
具
わ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
が
示
唆
さ
れ
る
。
こ
れ
を
証
空
は
ど
う
表
現
し
て
い
る
か
と
言
え
ば
、
例
え
ば
『
観
経
義
』
巻
第
二
に
、

尋ネ
二‐
入リ

テ

観
門ニ
一

。
知
三

リ
テ

弥
陀ノ

ミ

摂
二

シ
玉
フ
コ
ト

凡
夫ヲ
一

。
相
二‐
応ス

レ
ハ

仏
心ニ
一

。
願
力
尚
受ク
レ

之
。
故ニ

必
可シ
レ

生ス

。

是レ

摂
受ノ

義
也
。
摂
受ノ

故ニ

無シ
レ

疑ヒ

。
無
レ

レ
ハ

疑ヒ

云フ
二

無
疑ト
一

。
疑
絶ヘ

ヌ
レ
ハ

。
往
生ノ

心
定マ

ル



（『
西
全
』
三
、
三
四
三
頁
下
）

（『
西
全
』
三
、
三
二
四
頁
上
）



と
あ
り
、
観
門
を
尋
ね
る
と
い
う
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
三
心
を
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
観
門
に

入
っ
た
あ
と
は
、
真
実
心
が
体
と
な
っ
て
三
心
を
具
す
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
観
門
を
尋
ね

る
と
い
う
根
本
動
機
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
る
と
、
そ
れ
は
求
願
あ
る
い
は
発
心
に
ほ
か
な
ら
な

い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
考
え
方
の
ヒ
ン
ト
は
『
観
門
義
』
巻
第
一
の
第
五
門
の
解
釈
に
あ
る
。

求
願
往
生ノ

者
。
明ス
二

発
心ノ
一

故ヲ

。
可シ
レ

知ル
二

発
心
即チ

求
願
。
求
願
即チ

発
心ト
一

。
此レ

則チ

下ノ

受
法
時
節
回

向ハ

。
令
レ

ム
ル

知ラ
レ

説キ
二‐
顕ス

ト

此ノ

求
願ヲ
一

意
也
。
求
願
既ニ

三
心ナ

レ
ハ

。
受
法
等
又
説キ
二‐
述フ

ル
コ
ト

三
心ヲ
一

可キ
二

意
得
一

也

こ
の
文
そ
の
も
の
は
観
門
に
入
っ
た
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
求
願
す
で
に
三
心
と
い
う

言
葉
は
注
目
に
値
す
る
。
つ
ま
り
求
願
が
な
け
れ
ば
観
門
に
入
る
よ
う
な
発
心
が
起
こ
る
は
ず
も
な
く
、
し

た
が
っ
て
仏
の
真
実
に
触
れ
る
こ
と
も
な
い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
観
門
を
知

ら
な
い
と
き
は
求
願
す
な
わ
ち
回
向
発
願
心
が
体
と
な
り
、
観
門
に
入
っ
た
あ
と
は
真
実
心
が
体
と
な
る
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。



法然上人門下の安心論

（『
西
全
』
三
、
三
一
七
頁
下
）


